
月世界への道
月は地球に最も近い天体で

す。地球以外で人類が初めて

降り立った天体でもあり、もっとも

多くの探査機が送り込まれた天

体でもあります。

１９６９年７月、アポロ１１号が

月に着陸成功し、人類は初めて

地球以外の天体に足を踏み出

しました。月は空気も水もなく、

人類が生活するにはとても厳し

い環境でした。

アポロ計画以降は、無人の探査機

が多く送り込まれます。２００３年に月

周回軌道に入った「かぐや」は、月の

全球の詳細な地形図を完成させまし

た。２０２４年１月、月着陸探査機ＳＬＩＭ

が日本の探査機としては初めての月

面着陸に成功し、着陸地点周辺の

岩石の性質を詳しく調べました。

人類の月探査の歴史と、月探査

や月を拠点にした宇宙開発の展望を

ご紹介します。 担当：飯山 青海（学芸員）

写真：ＫＡＧＡＹＡ
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ブラックホールを見た日～人類１００年の挑戦～
「ブラックホールを見た日～人類１００年の挑戦～」が再登場！

２０１９年４月、イベント・ホライズン・テレスコープＥＨＴがおとめ座の巨大楕円銀河

Ｍ８７の中心ブラックホールの直接撮影に成功したというニュースが世界同時に発表

され、衝撃を与えました。そして２０２２年５月には、私たちが住んでいる天の川銀河

の中心ブラックホール「いて座Ａ＊」の画像化にも、ついに成功したと発表しています。

ＥＨＴは２００名を超える世界中の科学者たちが、手を携えて挑戦した国際プロジェ

クトです（月刊うちゅう２０２１年３月号のメイン記事）。

光を出さず、真っ黒で見えないはずのブラックホールをどうやって撮影したのか。

ＥＨＴは、ブラックホールを直接撮影するため世界８つの電波望遠鏡を連動させ、

地球規模の仮想的なアンテナを構築しました。成功に至るまでの道のりを、ＥＨＴ日本

チームを率いた国立天文台

の本間希樹先生監修のもと、

迫力の映像で振り返ります。

ナレーションは「進撃の巨

人」エレン・イェーガー役等、

数多くのキャラクターを演じて

いらっしゃる梶裕貴さんです。

さわやかな声があなたをブ

ラックホールの真の姿に誘い

ます。

企画・制作：石坂 千春（学芸員）、飯山 青海（学芸員）

Ⓒブラックホールを見た日製作委員会
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